
青森県保健医療計画の見直しについて（へき地医療対策）

１ 計画期間等

○第７次医療計画期間は平成３０年度から令和５年度の６年間。

→ 第８次医療計画は、令和６年度から令和１１年度までの６年間

２ 第８次医療計画の内容

（１）国から示された指針等

① 作成指針 ： 医療計画策定にあたっての作成の手順、留意事項を示したもの

（令和５年３月３１日医政発0331第16号厚生労働省医政局長通知）

② 構築指針 ： 疾病・事業及び在宅医療ごとの医療体制構築手順、求められる医療機能等に係る指針を示したもの

（令和５年３月３１日医政地0331発第14号厚生労働省医政局地域医療計画課長通知）

（２）第８次医療計画策定に向けたポイント（へき地医療対策関係部分）

•へき地医療拠点病院、へき地診療所等による医療提供体制を確保し、へき地に暮らす住民に対する医療サービスが継続して実施

される体制を構築する。

•へき地医療を担う医師の動機付け支援及びキャリアパスを構築する。

•オンライン診療を含む遠隔医療を活用したへき地医療を行えるよう整備する。
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３ 策定に向けた基本的な考え方

○ 県医療審議会の下部組織である医療計画部会を中心に各種検討を行うこととなるが、５疾病６事業及び在宅医療に係る指標、

医療連携体制等については、それぞれの対策協議会等において計画素案を検討する。

○ 指標の設定等については、令和５年度に取りまとめを行う受療動向調査、医療機能調査の結果のほか、国から示された現状

把握に関する各種指標等を活用する。
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国の指針（構築指針）の内容について（へき地医療対策）

Ｒ５．３．３１付け医政地発０３３１第１４号で厚生労働省医政局地域医療計画課長より通知があったもので、疾病・事
業及び在宅医療ごとの医療体制構築手順、求められる医療機能等に係る指針を示したもの。

現行計画策定時の構築指針(H29.3.31付け医政地0331第3号厚生労働省医政局地域医療計画課長通知)から下記の
点が変更となっている。

○医療体制の構築に当たっては、現状の把握や課題の抽出の際に、多くの指標を活用することとなるが、ロジッ
クモデル等のツールも活用し、各指標の関連性を意識し、地域の現状をできる限り構造化しながら整理する必要
がある。

○追加項目
・へき地医療拠点病院からの巡回診療、医師派遣、代診医派遣（主要３事業）に遠隔医療による支援を加えた
４事業のいずれかの事業の実施もなかったへき地拠点病院についての現状を確認すること。

・オンライン診療を含む遠隔医療の有用性が示唆されているが、医療機関が必要時に遠隔医療を活用したへき
地医療を行えるよう必要な支援行うこと。
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青森県保健医療計画見直しに係るスケジュールについて（予定）

新たな保健医療計画施行

●第1回 審議会 10月頃
（検討内容）
・部会の検討状況報告等

●第3回 審議会 3月頃
（検討内容）
・医療計画案を医療審議会に諮問
・答申

●第1回計画部会 ９月頃
（検討内容）
・基本方針（案）の決定
構成・策定手順・スケジュール

・二次医療圏（案）の決定
・各協議会の検討状況（指標、医療圏等）

●第3回計画部会 1月頃
（検討内容）
・素案の提示 ・基準病床数（案）決定

●第2回 審議会 12月頃
（検討内容）
・部会の検討状況報告等

●事前通知 ５月頃
・見直しの進め方（案）・国の指針の内容
・構成・策定手順及びスケジュール（案）
・二次医療圏（案）の提示

●第2回計画部会 11月頃
（検討内容）
・各協議会の検討状況（指標のロジック、
医療圏等）
・基準病床数の試算

●第1回地域医療対策協議会
8月31日

●第2回地域医療対策協議会
11月頃

●へき地医療対策懇話会（書面）
８月下旬～９上旬頃


